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ゆとり世代の叱り方・教え方Q&A（第14回）

「認めてほしい」「言われたことはやる」どうする？

2017.05.17

ゆとり世代の叱り方・教え方を具体的なケースで学ぶ連載の第14回。「自分のことを分かってもらえないとキレる」「言われた
ことはことはやっていると主張する」ケースの対処法です。

Q 「どうして僕のことを分かってもらえないんですか！」。先日、ちょっとした議論をした際に、新入社員
がキレました。分かるも何も、まだお互い一緒に仕事をし始めたばかりなのですが……。

A 「自分のことを認めてもらいたい」欲が人一倍強い世代です。話し合う時間を持つところから提案しま
しょう。

自分が努力をして、先生や親に認めてもらう。ゆとり世代はこの繰り返しで成長してきました。周囲にいるのは自分を認めて
くれる人、褒めてくれる人であり、その環境を会社にもそのまま期待しています。他人とのコミュニケーションを十分に取る前
に、「認めてもらいたい」欲求だけが一方的に先走ってしまうのです。

まず、自分が理解してもらうだけでなく、お互いが理解するために努力しなければならないことから教えましょう。対人関係
が苦手なゆとり世代ではありますが、友人関係を築いてきた経験はあります。その例を引いて、単なるクラスメートから友人
関係に発展したときのことを思い出させましょう。

単なるクラスメートに対しては、何かを伝えたりすることはあっても、相談事をすることはないはずです。それがお互い、たわ
いのない話をしながら徐々に相手のプライベートな事柄などを知り、相談事のできる友人関係に発展していきます。

自分のことを分かってもらいたいなら、まず相手のことを理解する。少なくとも、お互いに理解しながら進んでいくことが大切
で、一方的に「認めてもらいたい」という関係はありえないことを理解させましょう。

まずは上司と部下の間で相談ができる時間を持つことです。相談する内容はそれこそ、たわいのないことでも構いません。
お互いを理解するために話し合う関係を築くことが大切なのです。

【対処法のポイント】

相談する時間を持てる関係になれば、一方的な要求はなくなる。

Q 「言われたことはちゃんとやっているのに、なんでそんなに『仕事しろ』『仕事しろ』って言うんですか？」。期待している新

入社員にこう言われました。もっとできるはずだと思うのですが……。
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A 指示通りのことをこなすだけでは褒められません。「期待を上回ること」を教えましょう。… 続きを読む
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